
 
 

議 会 概 要 
 
 

 
 
 
 
 
 

令 和 ７ 年 ４ 月 

 

二 本 松 市 議 会 



 

 

目  次 

 

Ⅰ 戒石銘 ………………………………………… １ 

 

Ⅱ 市の概要 ……………………………………… ２ 

 

Ⅲ 市議会概要 …………………………………… ４ 

 

Ⅳ 市政概要 ………………………………………１１ 

 

 

 

 

〔市 章〕 

二本松市の「Ｎ」を基に、中心に集まる形は、安達地方の中心都市であることの

象徴と市民の調和と団結を表し、未来へ向かい躍進する市の未来像をデザイン化し

たものです。緑は美しい自然、安達太良と阿武隈の山なみ、青は市の中心を流れる

阿武隈川を表しています。 

 

 



Ⅰ 戒石銘 

旧二本松藩戒石銘碑について 

 二本松城跡(霞ヶ城県立自然公園)は、江戸時代・寛永 20 年(1643 年)から明治元年(1868

年)までの 220 有余年にわたる、二本松藩・丹羽(にわ)氏 10 万 700 石の居城でした。城の

東手には藩庁があって、藩士達の通用門がありました。その藩庁前に露出していた長さ約

8.5ｍ、最大幅約 5ｍの自然石(花崗石)の大石に刻まれたのが“戒石銘(かいせきめい)”で

す。5 代藩主(丹羽家 7代)丹羽高寛(たかひろ)公が、藩儒学者の岩井田昨非(いわいださく

ひ)の進言により、藩士の戒めとするため、命じて刻ませたもので、寛延 2 年(1749 年)3 月

に完成しました。〔この年は、高寛公はすでに致仕(隠居)し、6代藩主高庸(たかつね)公

（高寛公の長男）の治世でした。〕銘は、露出面の縦 1.03ｍ、横 1.82ｍの間に、4 句 16

字を刻み込んだもので、その書体は非常に典雅さが感じられます。  

 

 

＜意 味＞ 

 

＜読み方＞ 

 

 

 

 

 つまり、「お前(武士)の俸給は、人民があぶらして働いたたまものより得ているのである。

お前は人民に感謝し、いたわらねばならない。この気持ちを忘れて弱い人民達を虐げたり

すると、きっと天罰があろうぞ。」と解釈されています。 

 この戒石銘が、二本松藩士の士風を奮い起こしたことは言うまでもありません。明治戊

辰の戦役において、藩の子弟が二本松少年隊として西軍に対して奮戦力闘し士道に殉じ、

また重臣の多くが城を枕に自刃して武士の亀鑑(模範)を示したこともまた、この戒石銘の

余香であったと思われます。 

 昭和 10 年(1935 年)12 月 24 日、教育資料として、また行政の規範として価値の高いもの

であるため、国史跡「旧二本松藩戒石銘碑」として指定されました。  
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Ⅱ 市の概要 
１ 市のおいたち  

  現在の二本松市の地域は、寛永２０年（１６４３年）から明治元年（１８６８年）までの２２０

有余年の間、丹羽光重公が入府し誕生した二本松藩１０万７００石の領内にあり、古くから歴史的な

つながりがありました。その後、明治、昭和、平成と３回の大合併を経て現在に至っています。 

 

  旧二本松市は、明治前期には、二本松町・塩沢村・成田村・高越村・永田村・原瀬村・北杉田村・

南杉田村・舘野村・箕輪村・平石村・鈴石村・西荒井村・大平村の１町１３ヶ村にあたる地域でした。 

 明治２２年４月の町村制施行により、成田村・高越村・永田村・原瀬村の４村が合併して岳下村に、

北杉田村・南杉田村・舘野村・箕輪村の４村が合併して杉田村に、また、平石村・鈴石村・西荒井村

の３村が合併して石井村となりました。 

  昭和３０年１月に二本松町・塩沢村・岳下村・杉田村・石井村・大平村の１町５村が合併して二本

松町が誕生しました。その後、同年４月には安達村油井の一部が編入し、昭和３３年に市制施行によ

り二本松市となりました。 

 

  旧安達町は、明治前期には、油井村・渋川村・吉倉村・米沢村・上川崎村・小沢村・下川崎村・沼

袋村の８ヶ村にあたる地域でした。 

 明治２２年４月の町村制施行により、渋川村・吉倉村・米沢村の３村が合併して渋川村に、上川崎

村・小沢村の２村が合併して上川崎村に、下川崎村・沼袋村の２村が合併して下川崎村となりました。 

  昭和３０年１月に油井村・渋川村・上川崎村の３村が合併して安達村が誕生しました。その後、昭

和３２年７月及び昭和３３年６月に信夫郡松川町下川崎の一部が編入し、昭和３５年２月に町制施行

により安達町となりました。 

 

 旧岩代町は、明治前期には、小浜村・小浜成田村・西勝田村・上長折村・下長折村・西新殿村・東

新殿村・杉沢村・初森村・田沢村・百目木村・茂原村の１２ヶ村にあたる地域でした。 

  明治２２年４月の町村制施行により、小浜村・小浜成田村・西勝田村・上長折村・下長折村の５村

が合併して小浜村に、西新殿村・東新殿村・杉沢村・初森村の４村が合併して新殿村に、田沢村・百

目木村・茂原村の３村が合併して旭村となりました。その後、明治３４年に小浜村は町制施行により

小浜町となりました。 

  昭和３０年１月に小浜町・新殿村・旭村・太田村の一部の１町３村が合併して岩代町が誕生しまし

た。 

  

旧東和町は、明治前期には、針道村・内木幡村・外木幡村・上太田村・下太田村・北戸沢村・南戸

沢村の７ヶ村にあたる地域でした。 

 明治２２年４月の町村制施行により、内木幡村・外木幡村の２村が合併して木幡村に、上太田村・

下太田村の２村が合併して太田村に、北戸沢村・南戸沢村の２村が合併して戸沢村となりました。 

 昭和３０年１月に針道村・木幡村・太田村・戸沢村の４村が合併して東和村が誕生しました。その

後、昭和３５年４月に町制施行により東和町となりました。 

 

  そして、平成１７年１２月１日に二本松市・安達町・岩代町・東和町の４市町が合併して新「二本

松市」が誕生しました。 
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２ 市の花・木・鳥 （平成１７年１２月１日制定） 
≪ 花 ≫   き く 

≪ 木 ≫   さ く ら 

≪ 鳥 ≫   うぐいす 

 
 
 

３ 地 勢  
  西部の安達太良山麓、中央部の平坦地、東部の阿武隈地域の３地帯に分類されます。西部の安達

太良山麓は、奥羽山系に属する安達太良山（1,700ｍ）の麓に広がる地域です。中央部の平坦地は、

圏域を北流する阿武隈川を中心とする地域で、標高は200ｍ～300ｍ程度です。東部の阿武隈地域は、

阿武隈山系の北部に位置し、最も高い山は日山（1,057ｍ）であり、全体に丘陵状の起伏の多い地形

となっています。 

 
 
 
４ 位 置  〔 北緯３７度３５分    東経１４０度２６分 〕 
南北に約１７km、東西に約３６km と東西に長い形で、面積は３４４．４２㎢です。県都福島市と

郡山市のほぼ中間に位置し、市の中心から国道４号で福島市、郡山市へともに車で約３０分の距離に

あります。また、国道459号は、国道114号を介して太平洋側の浪江町へと伸びています。さらに、

東北地方の大動脈である東北自動車道への乗り入れは、二本松ＩＣが市街地にあります。鉄道はＪＲ

東北本線が南北に通っていて、杉田駅、二本松駅、安達駅の３駅があります。 
 
 
 
５ 合併施行日    

平成１７年１２月１日 

     ※４市町（二本松市・安達町・岩代町・東和町）の新設合併 

 
 
 
６ 人口と世帯数 （令和７年４月１日現在：住民基本台帳人口） 

・人 口  ５０，０３９人 ( 男 ２４，７９１人  女２５，２４８人 ) 

・世帯数  ２０，７１２世帯   

 
 
 
７ 産業別就業人口 （令和２年国勢調査） 

     第１次産業    ２，３７６人  〔 ８．８％〕 

     第２次産業    ９，４５７人  〔３５．２％〕 

     第３次産業   １５，０５５人  〔５６．０％〕 
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Ⅲ 市議会概要 
１ 議員数  

・条例定数   ２２人 

・現 員 数  ２１人（令和７年４月１日現在） 

  ・任  期   令和８年６月３０日 

      
２ 構成（人数は定数） 
    議  会      常任委員会        総務市民（８人） 

                （任期２年）        産業建設（７人） 

                           文教福祉（７人） 

 

                議会運営委員会（８人） 

（任期２年） 

       

協議・調整を行うための場      議 員 協 議 会（全員） 

（地方自治法第100条第12項による）      議会だより編集委員会（７人） 

                    会 派 代 表 者 会（７人）  

 
 
（１）年齢別              平均６６．０歳（令和７年４月１日現在） 

４０歳～４９歳 ５０歳～５９歳 ６０歳～６９歳 ７０歳～７９歳 

１ ３ ９ ８ 

  

（２）政党別                  （令和７年４月１日現在）  

公 明 党 日本共産党 無 所 属 

１ ３ １７ 

 

（３）任期別                  （令和７年４月１日現在） 

１期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 

３ ３ ３ ４ ２ ６ 

 
（４）会派別                        （令和７年４月１日現在） 

会派名 人 数 会派名 人 数 

真誠会 ５人 みらいの風 ５人 

日本共産党二本松市議団 ３人 市政会 ３人 

令和創生の会 ２人 無所属（本多勝実） １人 

無所属（加藤建也） １人 無所属（三木 剛） １人 
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３ 委員会 
（１）常任委員会 

名    称 定数 所  管  事  項 

総務市民常任委員会 ８人 
議会、総務部、会計課、監査委員、選挙管理委員会、固定資産評価審
査委員会及び市民部の所管に属する事項（支所において取り扱う事項
を含む。）並びに他の常任委員会の所管に属さない事項 

産業建設常任委員会 ７人 
産業部、農業委員会、工業団地造成事業所、建設部及び宅地造成事業
所の所管に属する事項（支所において取り扱う事項を含む。） 

文教福祉常任委員会 ７人 
保健福祉部、福祉事務所及び教育委員会の所管に属する事項（支所に
おいて取り扱う事項を含む。） 

（２）議会運営委員会 

①構 成    各会派から按分比率により選出し、８名で構成している。 

           正副議長も出席 

②開 催    定例会の際は、概ね議会招集日の３日前 

           臨時会の際は、概ね議会招集日の前日 

           そのほか、議長の諮問等があった場合は随時 

（３）特別委員会 

   ①予算審査特別委員会  ３月定例会における当初予算審査 

   ②決算審査特別委員会  ９月定例会における決算審査 

    ※どちらも分科会を設置している。 

   ③議会改革調査特別委員会（令和６年６月調査終了） 

   ④議員定数等調査特別委員会 

 

４ 議員協議会 

①定例協議会    毎月２１日 

  ②そ の 他    必要に応じて招集 

 

５ 議会活動状況（令和６年） 
（１） 本会議開催状況 

 

会   期 一 般 
質問者 

(3月は代表
質問者含む) 

提出議案数 原 
案 
可 
決 
等 

修
正
可
決 

否  
   
 
決 期 間 日 数 本会議 市 長 委員会 議 員 

 ３月定例会 2/27～3/15 18 5 15 35  1 36   

 ６月定例会 6/4～6/18 15 5 16 30 2 1 33   

 ９月定例会 9/3～9/20 18 5 13 32 1 1 34   

１２月定例会 12/3～12/17 15 5 15 34 1  35   

小 計  66 20 59 131 4 3 138   

 １月臨時会 1/19 1 1 

 

4   4   

 ７月臨時会 7/19 1 1 2   2   

小 計  2 2 6   6   

合 計  68 22  137 4 3 144   
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（２）議会審議状況（議決した議案の内訳） 
 地方自治法第９６条１項議決事件 その他の

議案 専決処分 合計 条例 
（1号） 

予算 
（2号） 

決算 
（3号） 

4号～14号 
までの議案 

市長提出 34 41 15 17 28 2 137 

 

 条例 規則 意見書 決議 その他 合計 

委員会提出   4   4 

議員提出   2  1 3 

 
（３）請願等処理状況 

 
 採択 一部採択 趣旨採択 不採択 取り下げ 審議未了 継続審査 合計 

請 願 の 件 数 5   3 1   9 

審査した場合の陳情の件数         

 
（４）委員会審査状況 

 
日数 

付  託  案  件  数 

議案 請願 陳情 合計 

総 務 市 民 常 任 委 員 会 17 38 2  40 

産 業 建 設 常 任 委 員 会 16 33 3  36 

文 教 福 祉 常 任 委 員 会 17 27 3  30 

議 会 運 営 委 員 会 11     

予 算 審 査 特 別 委 員 会 7 15   15 

決 算 審 査 特 別 委 員 会 7 15   15 

議会改革調査特別委員会 5     

議員定数等調査特別委員会 3     

 
（５）委員会行政視察（令和６年度） 

委員会 視察年月日 視 察 地 

総 務 市 民 － － 
産 業 建 設 R7.1.29～1.31 熊本県菊池市・八代市、鹿児島県霧島市 
文 教 福 祉 R7.1.28～1.30 福岡県福岡市、佐賀県武雄市、長崎県佐世保市 

 

６ 議会費 
（１）令和７年度当初予算                    （単位 千円） 

節 金  額 節 金  額 
報 酬 100,080 需 用 費 4,997 
給 料 26,663 役 務 費 1,299 

職 員 手 当 等 49,084 委 託 料 3,248 

共 済 費 34,631 使用料及び賃借料 6,145 
報 償 費 120 負担金補助及び交付金 5,937 
旅 費 5,457 

合   計 238,161 
交 際 費 500 
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（２）議員報酬（月額） 

議 長 副議長 議 員 

４４５，０００円 ３９５，０００円 ３７５，０００円 

（平成１７年１２月１日施行） 

 

（３）議員期末手当 

６月 １２月 

１．６７５月分 １．６７５月分 

（令和７年４月１日施行） 

 

（４）費用弁償 

車  賃 

（１km につき） 

日  当 

（１日につき） 

宿 泊 料（１夜につき） 食卓料 

（１夜につき） 甲地方 乙地方 

37円 3,000円 14,800円 13,300円 3,000円 

 
（５）議員行政視察旅費等 

常 任 委 員 会 行 政 視 察 旅 費（議員1人当り） 年額 １００，０００円 

会 運 営 委 員 会 行 政 視 察 旅 費（議員1人当り）  〃  １００，０００円 

議員定数等調査特別委員会行政視察旅費（議員1人当り）  〃  １００，０００円 

 

（６）政務活動費 

会派に対し、議員１人につき        月額  ２０，０００円 

 

７ 議会事務局 （定数６名  現員数６名） 
局長（１）― 総 務 係 長（１）― 書記（１） 

議事調査係長（１）― 書記（２）（※議会時のみ併任書記３名） 

 

８ 会議録 
・ICレコーダー録音  →  データ反訳  →  校正  →  印刷・製本（業者委託） 

・作成部数   ５０部 

・配 付 先   市当局、図書館、地区公民館 

・配 付 日   次期定例会招集日 

 

９ 議会報（市議会だより にほんまつ） 
・発 行 回 数   年４回（定例会毎） 

・配 布 先   市内全世帯、市当局、図書館、地区公民館、市内小・中・高等学校等 

・配 布 部 数   約１９，０００部 
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１０ 歴代正副議長 

議       長 副   議   長 

歴代 氏  名 就 任 退 任 歴代 氏  名 就 任 退 任 
１ 斎 藤  元 H17.12. 8 H18. 6.30 １ 引 地 仙 一 H17.12. 8 H18. 6.30 
２ 市 川 清 純 H18. 7.10 H22. 6.30 ２ 加 藤 和 信 H18. 7.10 H22. 6.30 
３ 斎 藤 賢 一 H22. 7.12 H26. 6.30 ３ 平塚與志一 H22. 7.12 H26. 6.30 
４ 中 田 凉 介 H26. 7. 1 H27. 8.12 

４ 本 多 勝 実 H26. 7. 1 H30. 6.30 
５ 野 地 久 夫 H27. 8.21 H30. 6.30 
６ 本 多 勝 実 H30. 7. 3 R 4. 6.30 ５ 堀 籠 新 一 H30. 7. 3 R 4. 6.30 
７ 本 多 勝 実 R 4. 7. 5 現   在 ６ 安 齋 政 保 R 4. 7. 5 現   在 
 
１１ 歴代正副委員長 
●平成１７年１２月８日 ～ 平成２０年７月１０日 
【総務常任委員会】 

委    員    長 副   委   員   長 
歴代 氏  名 就 任 退 任 歴代 氏  名 就 任 退 任 
１ 斎 藤 徳 仁 H17.12. 8 H18. 6.30 １ 安 田 政彦  H17.12. 8 H18. 6.30 
２ 斎 藤 徳 仁 H18. 7.10 H20. 7.10 ２ 浅 川 吉寿  H18. 7.10 H20. 7.10 
 
【生活福祉常任委員会】 

委    員    長 副   委   員   長 
歴代 氏  名 就 任 退 任 歴代 氏  名 就 任 退 任 
１ 佐久間 勝 H17.12. 8 H18. 6.30 １ 斎 藤 賢 一 H17.12. 8 H18. 6.30 
２ 中 沢 武 夫 H18. 7.10 H20. 2.12 ２ 野 地 久 夫 H18. 7.10 H20. 2.12 
３ 野 地 久 夫 H20. 2.12 H20. 7.10 ３ 斎 藤 康 晴 H20. 2.12 H20. 7.10 
 
【産業建設常任委員会】 

委    員    長 副   委   員   長 
歴代 氏  名 就 任 退 任 歴代 氏  名 就 任 退 任 
１ 斎 藤 広 二 H17.12. 8 H18. 6.30 １ 佐 藤 源 市 H17.12. 8 H18. 6.30 
２ 佐 藤 源 市 H18. 7.10 H20. 7.10 ２ 鈴 木 利 英 H18. 7.10 H20. 7.10 

 
【文教常任委員会】 

委    員    長 副   委   員   長 
歴代 氏  名 就 任 退 任 歴代 氏  名 就 任 退 任 
１ 佐 藤 一 男 H17.12. 8 H18. 6.30 １ 菅 野 国 男 H17.12. 8 H18. 6.30 
２ 平 栗 征 雄 H18. 7.10 H20. 7.10 ２ 斎 藤 賢 一 H18. 7.10 H20. 7.10 

 
●平成２０年７月２３日 ～ 平成３０年６月３０日 
【総務常任委員会】 

委    員    長 副   委   員   長 
歴代 氏  名 就 任 退 任 歴代 氏  名 就 任 退 任 

３ 浅 川 吉 寿 H20. 7.23 H22.6.30 
３ 本 多 勝 実 H20. 7.23 H21.11.20 
４ 斎 藤 康 晴 H21.11.20 H22. 6.30 

４ 髙 橋 正 弘 H22. 7.12 H24.7.11 ５ 堀 籠 新 一 H22. 7.12 H24. 7.11 
５ 安 部 匡 俊 H24. 7.20 H26.6.30 ６ 小 林  均 H24. 7.20 H26. 6.30 
６ 堀 籠 新 一 H26. 7. 1 H28.6.30 ７ 深 谷 勇 吉 H26. 7. 1 H28. 6.30 
７ 菅 野 寿 雄 H28. 7.21 H30.6.30 ８ 深 谷 勇 吉 H28. 7.21 H30. 6.30 
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【市民産業常任委員会】 
委    員    長 副   委   員   長 

歴代 氏  名 就 任 退 任 歴代 氏  名 就 任 退 任 
１ 野 地 久 夫 H20. 7.23 H22. 6.30 １ 三 浦 一 良 H20. 7.23 H22. 6.30 
２ 菅 野  明 H22. 7.12 H24. 7.11 ２ 佐 藤 公 伯 H22. 7.12 H24. 7.11 
３ 佐 藤 公 伯 H24. 7.20 H26. 6.30 ３ 菅 野 寿 雄 H24. 7.20 H26. 6.30 
４ 菅 野 寿 雄 H26. 7. 1 H28. 6.30 ４ 本 多 俊 昭 H26. 7. 1 H28. 6.30 
５ 五十嵐勝蔵 H28. 7.21 H30. 6.30 ５ 小 野 利 美 H28. 7.21 H30. 6.30 

 
【建設水道常任委員会】 

委    員    長 副   委   員   長 
歴代 氏  名 就 任 退 任 歴代 氏  名 就 任 退 任 
１ 鈴 木 利 英 H20. 7.23 H22. 6.30 １ 斎 藤 周 一 H20. 7.23 H22. 6.30 
２ 斎 藤 周 一 H22. 7.12 H24. 7.11 ２ 佐 藤  有 H22. 7.12 H24. 7.11 
３ 斎 藤 周 一 H24. 7.20 H26. 6.30 ３ 佐 藤  有 H24. 7.20 H26. 6.30 
４ 佐 藤  有 H26. 7. 1 H28. 6.30 ４ 安 齋 政 保 H26. 7. 1 H28. 6.30 
５ 堀 籠 新 一 H28. 7.21 H30. 6.30 ５ 安 齋 政 保 H28. 7.21 H30. 6.30 

 
【文教福祉常任委員会】 

委    員    長 副   委   員   長 
歴代 氏  名 就 任 退 任 歴代 氏  名 就 任 退 任 
１ 安 部 匡 俊 H20. 7.23 H22. 6.30 １ 髙 橋 正 弘 H20. 7.23 H22. 6.30 
２ 本 多 勝 実 H22. 7.12 H24. 7.11 ２ 五十嵐勝蔵 H22. 7.12 H24. 7.11 
３ 五十嵐勝蔵 H24. 7.20 H26. 6.30 ３ 平  敏 子 H24. 7.20 H26. 6.30 
４ 小 林  均 H26. 7. 1 H28. 6.30 ４ 熊 田 義 春 H26. 7. 1 H28. 6.30 
５ 佐 藤  有 H28. 7.21 H30. 6.30 ５ 本 多 俊 昭 H28. 7.21 H30. 6.30 
 
●平成３０年７月３日 ～ 現在 
【総務市民常任委員会】 

委    員    長 副   委   員   長 
歴代 氏  名 就 任 退 任 歴代 氏  名 就 任 退 任 
１ 本 多 俊 昭 H30. 7. 3 R 2. 7. 2 １ 加 藤 建 也 H30. 7. 3 R 2. 7. 2 
２ 石 井  馨 R 2. 7.21 R 4. 6.30 ２ 加 藤 建 也 R 2. 7.21 R 4. 6.30 
３ 小 林  均 R 4. 7. 5 R 6. 7. 4 ３ 斎 藤  徹 R 4. 7. 5 R 6. 7. 4 
４ 坂 本 和 広 R 6. 7.19 現  在 ４ 平  敏 子 R 6. 7.19 現  在 

 
【産業建設常任委員会】 

委    員    長 副   委   員   長 
歴代 氏  名 就 任 退 任 歴代 氏  名 就 任 退 任 
１ 安 齋 政 保 H30. 7. 3 R 2. 7. 2 １ 石 井  馨 H30. 7. 3 R 2. 7. 2 
２ 小 野 利 美 R 2. 7.21 R 4. 6.30 ２ 斎 藤  徹 R 2. 7.21 R 4. 6.30 
３ 鈴 木 一 弘 R 4. 7. 5 R 6. 7. 4 ３ 佐久間好夫 R 4. 7. 5 R 6. 7. 4 
４ 佐 藤 運 喜 R 6. 7.19 現  在 ４ 佐久間好夫 R 6. 7.19 現  在 

 
【文教福祉常任委員会】 

委    員    長 副   委   員   長 
歴代 氏  名 就 任 退 任 歴代 氏  名 就 任 退 任 
６ 小 野 利 美 H30. 7. 3 R 2. 7. 2 ６ 佐 藤 運 喜 H30. 7. 3 R 2. 7. 2 
７ 平  敏 子 R 2. 7.21 R 4. 6.30 ７ 佐 藤 運 喜 R 2. 7.21 R 4. 6.30 
８ 佐 藤 運 喜 R 4. 7. 5 R 6. 7. 4 ８ 坂 本 和 広 R 4. 7. 5 R 6. 7. 4 
９ 斎 藤  徹 R 6. 7.19 現  在 ９ 小 林  均 R 6. 7.19 現  在 
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●平成１７年１２月８日 ～ 現在 
【議会運営委員会】 

委    員    長 副   委   員   長 
歴代 氏  名 就 任 退 任 歴代 氏  名 就 任 退 任 
１ 新 野  洋 H17.12. 8 H18. 6.30 １ 三浦喜徳郎 H17.12. 8 H18. 6.30 
２ 新 野  洋 H18. 7.10 H20. 7.10 ２ 安 部 匡 俊 H18. 7.10 H20. 7.10 
３ 斎 藤 賢 一 H20. 7.23 H22. 6.30 ３ 遠 藤 芳 位 H20. 7.23 H22. 6.30 
４ 中 田 凉 介 H22. 7.12 H24. 7.11 ４ 佐 藤 源 市 H22. 7.12 H24. 7.11 
５ 中 田 凉 介 H24. 7.20 H26. 6.30 ５ 本 多 勝 実 H24. 7.20 H26. 6.30 
６ 野 地 久 夫 H26. 7. 1 H27. 8.13 ６ 髙 橋 正 弘 H26. 7. 1 H27. 8.21 
７ 髙 橋 正 弘 H27. 8.21 H28. 6.30 ７ 熊 田 義 春 H27. 8.21 H28. 6.30 
８ 佐 藤 源 市 H28. 7.20 H30. 6.30 ８ 熊 田 義 春 H28. 7.20 H30. 6.30 
９ 熊 田 義 春 H30. 7. 3 R 2. 7. 2 ９ 平塚與志一 H30. 7. 3 R 2. 7. 2 
10 熊 田 義 春 R 2. 7.20 R 4. 6.30 10 鈴 木 一 弘 R 2. 7.20 R 4. 6.30 
11 小 野 利 美 R 4. 7. 5 R 6. 7. 4 11 堀 籠 新 一 R 4. 7. 5 R 6. 7. 4 
12 菅 野  明 R 6. 7.18 現  在 12 堀 籠 新 一 R 6. 7.18 現  在 
 
１２ 議会選出監査委員 
歴代 氏  名 就 任 退 任 
１ 市 川 清 純 H18. 1.26 H18. 6.30 
２ 鈴 木  隆 H18. 7.19 H22. 6.30 
３ 浅 川 吉 寿 H22. 7.21 H26. 6.30 
４ 斎 藤 賢 一 H26. 7.18 H30. 6.30 
５ 平塚與志一 H30. 7.20 R 4. 6.30 
６ 佐 藤  有 R 4. 7.21 現  在 
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Ⅳ 市政概要 
 
１ 令和７年度重点施策 

 基本目標１ 健康で暮らし続けられるまち   

・民生委員の担い手確保対策事業  ・生活困窮者自立支援事業  ・敬老事業 

・温泉等利用健康増進事業  ・高齢者の公共交通の運賃無料化事業 

・介護予防普及啓発事業  ・認知症地域支援･ケア向上事業  ・生活習慣病予防事業 

・食で健康プロジェクト事業 
 

 基本目標２ 地域の誇りに満ちた活力あるまち   

・市民との協働による地域づくり支援事業  ・地域おこし･集落支援事業  

・移住･定住促進事業  ・地域担い手育成総合支援事業  ・新規就農者支援事業  

・林道施設長寿命化修繕事業  ・有害鳥獣被害対策事業  ・循環型農業推進事業  

・畜産生産振興事業  ・商工業融資事業  ・商店街活性化推進事業 

・工場等立地促進事業  ・観光立市推進事業  ・ＤＭＯ推進事業 

・あだたら渓谷自然遊歩道整備事業  ・二本松城跡調査事業  ・歴史文化体験事業 
 

 基本目標３ 世代をつないで人を育むまち   

 ・多世代同居住宅改修助成金事業  ・移住促進住宅取得奨励金事業  

・来てにほんまつ住宅取得支援事業  ・大卒者等定住促進奨励金 

・住んでにほんまつ空き家対策総合支援事業  ・結婚推進支援事業  ・学童保育所事業 

・笑顔さんさん祝金支給事業  ・病児保育事業  ・保育対策総合支援事業  

・乳児等通園支援事業  ・保育所、認定こども園、幼稚園保育料の助成事業 

・延長保育事業  ・一時保育促進事業  ・保育士宿舎借り上げ支援事業   

・こども家庭センターの運営  ・妊婦健康診査事業  ・出産･子育て応援事業 

・母子支援事業  ・学校給食と食育事業  ・岩代地域義務教育学校整備事業 

・小・中学校改修整備事業  ・学力向上対策事業  ・学習支援事業「土曜学び塾」 

・外国語活動講師派遣事業  ・教育相談推進、生活相談員活用、教育支援センター管理運営 

・介助員配置事業  ・ＧＩＧＡスクール整備事業  ・ＩＣＴ環境整備事業 
 

/基本目標４ 安全で快適な暮らしのあるまち   

・公共交通の充実  ・犯罪被害者等支援事業  ・地域猫等不妊去勢手術補助  

・生ごみ処理機等購入補助  ・再生可能エネルギー推進事業  ・放射能除染事業 

・消防団の活性化  ・救急医療事業  ・地域医療体制確保事業   

・放射性物質吸収抑制対策  ・森林経営管理事業  ・広葉樹林再生事業 

・道路橋長寿命化修繕事業  ・居住誘導区域内宅地開発推進助成制度 

・二本松駅南地区整備事業  ・ブロック塀等除却費補助事業  ・空家除却費補助事業  

・上水道第七次拡張（未普及地域解消）事業 

・上水道第七次拡張（未普及地域解消）事業給水装置工事費補助金 

・生活用水確保対策事業 
 

/その他   

・ふるさと納税の推進  ・合併２０周年記念事業  ・公共施設ＬＥＤ照明改修事業  

・行政事務デジタル化の推進  ・固定資産評価基礎資料整備業務  

-
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２　予算状況

（１）令和７年度各会計当初予算 （単位 千円）

増減額  伸率（％）

30,892,143 30,667,334 224,809 0.7

増減額  伸率（％）

5,099,845 5,378,065 △278,220 △ 5.2

92,697 92,703 △6 △ 0.0

816,508 776,860 39,648 5.1

6,452,887 6,455,163 △2,276 △ 0.0

10,465 7,033 3,432 48.8

20,185 15,381 4,804 31.2

1,329 1,325 4 0.3

339 245 94 38.4

2,253 2,207 46 2.1

252 156 96 61.5

1,310 1,169 141 12.1

12,498,070 12,730,307 △232,237 △ 1.8

増減額  伸率（％）

890,017 1,011,109 △121,092 △ 12.0

326,343 148,857 177,486 119.2

2,503,470 2,570,777 △67,307 △ 2.6

1,451,567 1,517,134 △65,567 △ 4.3

5,171,397 5,247,877 △76,480 △ 1.5

（注）企業会計の予算額は、収益的支出及び資本的支出の合計額。

比　　　較

６年度当初会　　計　　名 ６年度当初
比　　　較

一 般 会 計

会　　計　　名 ７年度当初 ６年度当初

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計

≪特別会計≫

≪企業会計≫

計

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計
（ 事 業 勘 定 ）

茂 原 財 産 区 特 別 会 計

田 沢 財 産 区 特 別 会 計

工 業 団 地 造 成 事 業 会 計

介 護 保 険 特 別 会 計

土 地 取 得 特 別 会 計

公 設 地 方 卸 売 市 場 特 別 会 計

石 平 財 産 区 特 別 会 計

針 道 財 産 区 特 別 会 計

会　　計　　名
比　　　較

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計
（ 直 営 診 療 施 設 勘 定 ）

宅 地 造 成 事 業 会 計

水 道 事 業 会 計

下 水 道 事 業 会 計

計

７年度当初 ６年度当初

小 手 森 財 産 区 特 別 会 計
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（２）令和７年度一般会計当初予算

歳　入

当　初 構成比 当　初 構成比 増減額 伸 率

1 市 税 7,056,806 22.8 6,786,051 22.1 270,755 4.0

2 地 方 譲 与 税 506,001 1.6 470,541 1.5 35,460 7.5

3 利 子 割 交 付 金 3,000 0.0 2,000 0.0 1,000 50.0

4 配 当 割 交 付 金 23,000 0.1 21,000 0.1 2,000 9.5

5
株式等譲渡所得割
交 付 金

25,000 0.1 15,000 0.0 10,000 66.7

6 法人事業税交付金 146,000 0.5 124,000 0.4 22,000 17.7

7 地方消費税交付金 1,390,000 4.5 1,410,000 4.6 △20,000 △1.4

8
ゴ ル フ 場 利 用 税
交 付 金

9,000 0.0 8,000 0.0 1,000 12.5

9
自 動 車 税 環 境
性 能 割 交 付 金

44,000 0.1 34,000 0.1 10,000 29.4

10 地 方 特 例 交 付 金 62,000 0.2 262,117 0.9 △200,117 △76.3

11 地 方 交 付 税 9,190,000 29.7 9,130,000 29.8 60,000 0.7

12
交通安全対策特別
交 付 金

6,515 0.0 6,920 0.0 △405 △5.9

13 分担金及び負担金 232,570 0.8 232,394 0.8 176 0.1

14 使用料及び手数料 306,442 1.0 304,234 1.0 2,208 0.7

15 国 庫 支 出 金 3,759,638 12.2 3,961,927 12.9 △202,289 △5.1

16 県 支 出 金 2,310,663 7.5 3,043,191 9.9 △732,528 △24.1

17 財 産 収 入 97,866 0.3 100,434 0.3 △2,568 △2.6

18 寄 附 金 210,000 0.7 180,000 0.6 30,000 16.7

19 繰 入 金 2,376,021 7.7 2,110,497 6.9 265,524 12.6

20 繰 越 金 50,000 0.2 50,000 0.2 0 0.0

21 諸 収 入 1,097,321 3.6 906,467 3.0 190,854 21.1

22 市 債 1,990,300 6.4 1,508,561 4.9 481,739 31.9

30,892,143 100.0 30,667,334 100.0 224,809 0.7

(単位 千円、％)

令和６年度 比　　較

合　　計

款
令和７年度
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歳　出

当　初 構成比 当　初 構成比 増減額 伸 率

1 議 会 費 238,161 0.8 235,349 0.8 2,812 1.2

2 総 務 費 4,172,314 13.5 3,489,231 11.4 683,083 19.6

3 民 生 費 9,756,507 31.6 9,295,789 30.3 460,718 5.0

4 衛 生 費 2,187,481 7.1 2,575,887 8.4 △388,406 △15.1

5 労 働 費 6,677 0.0 7,244 0.0 △567 △7.8

6 農 林 水 産 業 費 1,128,297 3.6 2,519,204 8.2 △1,390,907 △55.2

7 商 工 費 1,471,384 4.8 1,405,159 4.6 66,225 4.7

8 土 木 費 3,235,221 10.5 3,117,269 10.2 117,952 3.8

9 消 防 費 1,187,871 3.8 987,200 3.2 200,671 20.3

10 教 育 費 3,963,144 12.8 3,415,150 11.1 547,994 16.0

11 災 害 復 旧 費 8,500 0.0 95,500 0.3 △87,000 △91.1

12 公 債 費 3,480,027 11.3 3,467,928 11.3 12,099 0.3

13 諸 支 出 金 1 0.0 1 0.0 0 0.0

14 予 備 費 56,558 0.2 56,423 0.2 135 0.2

30,892,143 100.0 30,667,334 100.0 224,809 0.7

（単位 千円、％）

令和６年度 比　　較

合　　計

款
令和７年度

-
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-



性質別予算

当　初 構成比 当　初 構成比 増減額 伸 率

人 件 費 5,527,850 17.9 5,154,198 16.8 373,652 7.2

物 件 費 5,815,960 18.8 6,840,866 22.3 △1,024,906 △15.0

維 持 補 修 費 453,907 1.5 398,192 1.3 55,715 14.0

扶 助 費 3,627,684 11.7 3,379,778 11.0 247,906 7.3

補 助 費 等 5,676,025 18.4 5,636,192 18.4 39,833 0.7

普通建設事業費 2,774,788 9.0 2,193,453 7.2 581,335 26.5

災害復旧事業費 8,500 0.1 95,500 0.3 △87,000 △91.1

公 債 費 3,480,027 11.2 3,467,928 11.3 12,099 0.3

積 立 金 314,861 1.0 290,707 0.9 24,154 8.3

投資及び出資金 7,500 0.1 1,250 0.0 6,250 500.0

貸 付 金 723,167 2.3 724,667 2.4 △1,500 △0.2

繰 出 金 2,425,316 7.8 2,428,180 7.9 △2,864 △0.1

予 備 費 56,558 0.2 56,423 0.2 135 0.2

前年度繰上充用金 0 0.0 0 0.0 0 0.0

合　　　計 30,892,143 100.0 30,667,334 100.0 224,809 0.7

（単位 千円、％）

令和６年度 比　　較令和７年度

-
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-



３ 市の機構等 

（１）職 員 数 （令和７年４月１日現在） 

 定数 実数  定数 実数 

市 長 部 局 ４８１ ４０５ 農業委員会事務局 ５ ４ 

議 会 事 務 局 ６ ６ 公 営 企 業 ３１ ２０ 

教 育 委 員 会 １２９ ５３ 派遣等その他  ２１ 

選挙管理委員会事務局 ２ １    

監査委員事務局 ２ ２ 計 ６５６ ５１２ 

 

（２）常勤特別職給料（月額） 

市 長 副市長 教育長 

９７０，０００円 ７７５，０００円 ７３０，０００円 
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